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伊保内高校が生まれ変わります！伊保内高校が生まれ変わります！

期待期待の新校舎誕生の新校舎誕生
令和３ 年

８月
　新たな校舎が建設され、令和３年８月に新校舎に移転する「伊保内高等学校」。
　生まれ変わる伊保内高校の概要や村が全面的に伊高生を応援する支援策など、多方面から刷新する
伊保内高校について、本号でご紹介します。（２～５㌻）

伊保内高校の新校舎誕生伊保内高校の新校舎誕生



33 広報くのへ◦2021年（令和3年）1月

新
校
舎
に
県
産
木
材
を
使
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
図
る

　
伊
保
内
高
校
の
現
校
舎
は
昭
和
42

年
に
建
設
さ
れ
、50
年
以
上
が
経
過
。

耐
震
性
も
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
令
和

３
年
８
月
の
移
転
を
目
指
し
、
新
築

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
建
設
さ
れ
る
管
理
教
室
棟

は
、
木
造
２
階
建
て
で
延
べ
床
面
積

１
６
７
３
平
方
㍍
。
特
別
教
室
棟
と

柔
剣
道
場
、
体
育
館
は
既
存
の
も
の

を
活
用
し
ま
す
。

　
新
校
舎
の
特
色
と
し
て
、
県
産
木

材
を
教
室
と
廊
下
の
間
仕
切
り
に
使

用
す
る
な
ど
、
温
か
み
を
感
じ
る
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
管
理
教
室
棟
と

体
育
館
を
結
ぶ
連
絡
通
路
に
車
い
す

の
昇
降
機
を
設
置
す
る
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
も
力

を
入
れ
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
校
舎
完
成
後
は
、
旧
校
舎
を
取

り
壊
し
駐
車
場
と
す
る
計
画
で
、
整

備
が
終
わ
る
令
和
４
年
に
は
、
村
民

を
対
象
と
し
て
学
校
を
公
開
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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九戸村は、

 伊高生を徹
・ ・ ・

底的にサポートします ‼
　九戸村では、伊保内高校のさらなる魅力づくりに向けて大きく６つの項目に分け、さまざま
な支援を行います。

進学支援１
◆オンラインによる補習講座を開設
　定期的なオンライン補習を計画中
◆盛岡中央ゼミナール夏期講習などの受講支援
　夏期講習への受講料・交通費を助成を計画中

◆盛岡公務員法律専門学校の集中講座開催
　伊保内高校を会場に、公務員試験対策出前講
座を計画中
◆ＭＣＬ専門学校グループ体験講座開催
　映像制作、パティシエ、接客サービスなどの
体験講座を計画中
◆ＭＣＬ専門学校グループ進路相談会を開催
　看護、医療福祉等志望者との相談会を計画中

◆ビジネス実践講座を通年開催
　専門家のアドバイスを受けながら、高校生に
よる事業計画の作成や商品開発・サービス企画
等および営業販売を実施し、そのノウハウを学
ぶ講座を計画中
◆部活動やニュースポーツなどの活動支援
　高校生の主体的な活動経費等を支援
◆地域活動の参画を支援
　九戸宣隊☆魅せるんジャーなどの地域活動を
支援

◆奨学金の支援強化
　伊保内高校生を対象に、村奨学金制度の免除
額拡充を検討中
◆制服補助
　伊保内高校生の制服購入助成が決定
◆通学支援
　伊保内高校生のバス通学助成の拡充を検討中

◆募集支援
　全国からの入学者募集を支援
◆居住支援
　県外等からの入学者に対する居住環境を提供
し、日常的な生活を支援

◆役場内に伊保内高校を支援する専担部署およ
　び担当者を配置予定
◆伊保内高校生の活動をサポートする地域おこ
　し協力隊を募集中

進路支援２

活動支援４

通学支援３
全国から入学者を募集５

支援体制の強化６

魅
せ
る
ん
ジ
ャ
ー
活
動
を
応
援

制
服
購
入
を
村
が
支
援



5 広報くのへ◦2021年（令和3年）1月

髙
橋  

良
一
　
校
長

　令和２年度は伊保内高校にとっても大きな革
新の年だった。九戸村の本校存続支援が今まで以
上に熱を増し、今後の本校にも大きな変化のうね
りを感じさせる１年だったと思う。聖書マタイ伝
に「新しい酒は新しい革袋に」という言葉があ
る。このうねりを受け新しい歴史を作る伊高生に
とって新しい革袋（校舎）は本当にふさわしい。
生徒諸君には新校舎建設を機に、素晴らしい酒

（成果）を作り出してもらいたいと願っている。

晴
山  
裕
康
　
村
長

魅力化を推進 全力で応援
　地域を活性化していくのは、「若者、ばか者、
よそ者」と言われています。固定観念にとらわれ
ない若者、枠組みに収まらないばか者、今までの
やり方を知らないよそ者。そういう人たちがイノ
ベーションを起こすのだと。そういうことからも
伊保内高校は九戸村にとってなくてはならない
存在なのです。伊保内高校の魅力化を推し進める
ために、村としてできることはすべてやりたいと
思っています。全力で応援していきます。

新校舎で成果の創出願う

伊保内高校の新校舎誕生伊保内高校の新校舎誕生

関係者の声

　
在
校
生
な
ど
か
ら
新
校
舎
の
完
成
を
期
待
す
る

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
保
内
高
校
に
12

月
16
日
、
保
た
も
つ
・
か
ず
え
い

和
衛
県
副
知
事
が
来
校
。「
県
産
木
材

で
造
ら
れ
た
校
舎
の
完
成
が
楽
し
み
」
と
、
村
外

か
ら
も
待
ち
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
教
員
の
配
置
に
つ
い
て
も
整
備
し
て
ほ
し
い
」
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　今の校舎が古いので、新しい校舎になって、学
ぶ気持ちが新しくなったらいいと思う。行事など
みんな全力で楽しめる学校なので、ぜひ入学して
ほしいです。　　　　　　   ３年　古舘  瞳花  さん

　校舎が新しくなり、クーラーが設置されたこと
で勉強しやすくなると思う。しっかり校舎を掃除
して、大事に長く使っていきたいです。

２年　森  太久斗  さん

　自然豊かな岩手の木材を活かしていて良いと思
う。整った環境で勉強ができるので、もっと成績
を上げられるように頑張りたいです。

１年　櫻庭  千鶴  さん

　新しい校舎で心機一転頑張りたい。ICT 環境では、
映像を見ながらの授業やタブレット学習などで、
今まで以上により良い学習ができるのではないか
と思います。　　　　　　　　    佐々木 佑介  先生
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News & Information

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
表
彰
」

税
へ
の
思
い
を
作
品
に
込
め
て

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰

式
は
、
12
月
４
日
に
九
戸
中
学
校

で
行
わ
れ
、
藤
館
卓
弘
村
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
会
長
か
ら
同
校
へ

感
謝
状
を
受
賞
し
た
生
徒
に
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
12
日
に
は
二
戸
税
務
署
長
賞
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会（
作

　
文
募
集
に
つ
い
て
の
協
力
が
特

　
に
顕
著
な
中
学
校
）「
感
謝
状
」

⃝

村
立
九
戸
中
学
校

■
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
「
会

　
長
賞
」

⃝

泉
田
果か

な那
（
３
年
）

■
二
戸
税
務
署
長
賞

⃝

坂
本
星き
ら
り凛
（
３
年
）

■
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
「
会

　
長
賞
」

⃝

柴
田
結ゆ

い衣
（
３
年
）

⃝

岩
渕
愛あ
い
み海
（
同
）

⃝

小
田
鈴れ
い
か花
（
同
）

⃝

山
下
茜あ
か
ね（
同
）

感謝状を手にする佐藤純子校長㊧と受賞した生徒

村の農業発展に尽力

　

農
業
委
員
会
総
会
は
11
月

20
日
に
役
場
会
議
室
で
開
か

れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
石
川
弘
志
さ
ん
（
64
）

＝
道
地
＝
に
永
年
勤
続
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
平
成
17
年
か

ら
平
成
29
年
ま
で
農
業
委
員
、

平
成
29
年
か
ら
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
し
て
村
の

農
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。

表彰状を手にする石川さん
　

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
運
動
県
民
大
会
は
、
11
月

13
日
に
盛
岡
市
都
南
文
化
会

館
で
開
か
れ
、
村
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
会
長
の
桂
川

祥
子
さ
ん（
71
）＝
川
向
＝
が
、

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
賞
。
海か
い
ほ
こ鋒
守
会

長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

学
校
な
ど
で
の
交
通
安
全

思
想
の
普
及
に
尽
力
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

賞状と盾を手にする桂川さん

農業に関する永年勤続委員表彰

交通安全の普及図る
県交通安全対策協議会長表彰
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九戸村九戸村
金婚式金婚式

と
も
に
支
え
合
い
半
世
紀

　
11
月
20
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
金
婚
式
を
迎
え
た
15
組
の
ご
夫
婦
の
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
式
典
は
行
わ
ず

撮
影
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
ご
夫
婦
は
、
手
を
と
も
に
携
え
支
え
合
っ
た

半
世
紀
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。

関口 富雄さん／壽子さん柳平 善太郎さん／ハナエさん下村 清さん／リョウ子さん

和田 敏さん／冷子さん 本川 喜栄さん／昭子さん鈴木 良平さん／幸子さん

大谷 武志さん／久美子さん屋形場 正藏さん／リヤさん櫻庭 徳雄さん／由記子さん

髙崎 健二さん／京子さん大崎 次雄さん／アイ子さん千葉 孝さん／政枝さん

古舘 七郎さん／トミさん石川 義雄さん／トシさん大崎 鉄蔵さん／マサエさん



年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

謹
賀
謹
賀

新
年
新
年

九
戸
村
長  
晴
山
裕
康

　

２
０
２
１
年
（
令
和
3
年
）
の
年

頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
4
月
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、
村
長
に
就

任
以
来
8
か
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

公
約
に
掲
げ
た
「
村
政
刷
新
」
を
成

し
遂
げ
る
た
め
に
、
副
村
長
、
教
育

長
を
は
じ
め
村
内
外
の
人
材
を
果
断

に
登
用
い
た
し
ま
し
た
。
山
積
す
る

村
政
課
題
に
対た
い
じ峙
す
る
に
は
、
ま
ず

陣
容
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
間
に
も
、
急
を
要
す
る
問
題
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
処
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、

今
も
な
お
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
未
知
の
感
染
症
へ

の
対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
外
へ
の

移
動
制
限
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展

開
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

面
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
の
流
れ
が

都
市
か
ら
地
方
へ
向
か
う
と
い
う
大

き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
起
こ
す

き
っ
か
け
と
も
な
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

面
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、

選
ば
れ
る
地
方
に
な
る
た
め
の
施
策

展
開
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
強
く
感

じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
改
め
て
、
就
任
以
後
の
村

政
執
行
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
皆
さ
ま
に
お

約
束
し
た
政
策
の
う
ち
、
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す
る
た
め
に
副

村
長
と
教
育
長
の
選
任
に
尽
力
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
給
食
費
の
無
料

化
、
宅
配
図
書
の
実
施
、
予
防
接
種

へ
の
助
成
金
拡
充
、
補
聴
器
購
入
へ

の
助
成
拡
大
、
ナ
イ
ン
ズ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
開
催
、
伊
保
内
高
校
生
の
村
政

参
画
推
進
、
75
歳
以
上
の
バ
ス
代
無

料
化
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
教
育
機

器
整
備
、
オ
ド
デ
館
改
修
事
業
着
手
、

空
き
家
の
有
効
活
用
策
着
手
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
派
遣
要
請
事
業
着
手
、

村
内
企
業
と
の
話
し
合
い
、
村
外
企

業
訪
問
、
九
戸
分
署
庁
舎
建
設
事
業

着
手
、
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
配
置

開
始
、
自
伐
型
林
業
へ
の
取
り
組
み
、

村
長
報
酬
の
減
額
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
予
算
化
し
た
段
階
の
も
の
も

含
め
た
主
な
政
策
を
列
挙
し
ま
し
た

が
、
役
場
組
織
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

は
否
め
ず
、
ス
ム
ー
ズ
な
政
策
実
行

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
感

で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
盛
り
込
ん
だ
「
新
た
な
村
総
合

発
展
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
に

な
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
本
格
的
に
政

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
村

の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇し

て
い
る
暇い
と
まは
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
約
束
し
た
村

に
し
て
い
く
た
め
に
、
暮
ら
し
に
寄

り
添
っ
た
政
策
を
干
支
で
あ
る
牛
の

歩
み
の
よ
う
に
一
歩
一
歩
着
実
に
実

行
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
新
し
い
年
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
展
開

8



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
世
界
的
な
大
流
行
は
、
経
済

活
動
を
停
滞
さ
せ
る
と
と
も
に
国
民

生
活
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
大
変
に
厳
し
い
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
踏

ま
え
て
、
さ
ら
な
る
医
療
体
制
の
充

実
と
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
振
興

な
ど
、
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
村
議
会
も
改
選
か
ら
１
年

６
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
村
議
会
の
活
動
を
よ
り
身 九

戸
村
議
会
議
長

　
櫻
庭
豊
太
郎

身
近
で
分
か
り
や
す
い
村
議
会
へ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
村
民
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
児
童
生
徒
に
と
っ

て
も
学
校
生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

を
強
い
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。
特
に

も
学
校
行
事
や
部
活
動
で
は
、
そ
れ

ま
で
の
努
力
や
練
習
の
成
果
を
必
ず

し
も
十
分
に
生
か
せ
た
と
は
い
え
な

い
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
こ
の
状
況
は
児

童
生
徒
に
新
た
な
気
づ
き
を
与
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
修
学
旅
行
の
行

き
先
を
県
外
か
ら
県
内
に
変
え
た
こ

と
で
、そ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ

た
県
内
各
地
の
良
さ
に
気
づ
い
た
こ

と
や
、
感
染
予
防
の
大
切
さ
を
自
覚

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。 九

戸
村
教
育
長

岩
渕
信
義

近
な
も
の
と
す
る
た
め
、
昨
年
６
月

か
ら
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
対
策
な

ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て

い
る
中
で
、
村
民
に
身
近
で
分
か
り

や
す
い
村
議
会
を
目
指
し
、
皆
さ
ま

の
声
を
村
政
に
し
っ
か
り
と
届
け
て

い
く
こ
と
を
、
議
員
全
員
で
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
村
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
率
直
な
ご
意
見
と

ご
叱
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
私
た
ち
大
人
に

と
っ
て
も
同
じ
で
し
た
。
歴
史
を
顧

み
る
と
、病
原
菌
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
後
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
後
の

時
代
も
ま
た
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

変
化
が
待
ち
受
け
て
お
り
、
児
童
生

徒
は
間
違
い
な
く
新
し
い
時
代
を
生

き
て
い
く
こ
と
に
な
る
存
在
だ
と
い

う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
、

児
童
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村

民
す
べ
て
の
世
代
に
良
質
な
「
学
び
」

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
充
実

し
た
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

す
べ
て
の
世
代
に
良
質
な
学
び
を

9 広報くのへ●2021年（令和3年）1月
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公
用
車
払
い
下
げ
情
報

　
公
用
車
の
払
い
下
げ
希
望
者
は
、
総
務
企
画
課
庶
務
財
政
班
に
来
て

い
た
だ
き
車
両
を
確
認
の
上
、見
積
書
を
１
月
６
日（
水
）か
ら
22
日（
金
）

ま
で
に
同
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
両
は
原
則
と
し
て
現

状
渡
し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
落
札
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問  

総
務
企
画
課
庶
務
財
政
班
（
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
６
８
）

【
メ
ー
カ
ー
】
ト
ヨ
タ
【
年
式
】

平
成
14
年
式
【
燃
料
】
レ
ギ
ュ

ラ
ー
【
排
気
量
】
１
４
９
０
cc

【
駆
動
方
式
】４
Ｗ
Ｄ【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
オ
ー
ト
マ
【
車
検
お
よ
び

特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

２
４
６
３
５
８
km【
備
考
】
バ
ッ

テ
リ
ー
切
れ

【
メ
ー
カ
ー
】
三
菱
ふ
そ
う
【
年

式
】
平
成
11
年
式
【
燃
料
】
軽

油
【
排
気
量
】
２
８
３
０
cc
【
駆

動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ
【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
マ
ニ
ュ
ア
ル
【
車
検
お
よ

び
特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

２
６
９
７
８
km

カローラフィールダーキャンターガッツ

【
メ
ー
カ
ー
】
い
す
ゞ
【
年
式
】

平
成
11
年
式
【
燃
料
】
軽
油

【
排
気
量
】
４
５
７
０
cc
【
駆

動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ
【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
マ
ニ
ュ
ア
ル
【
車
検
お
よ

び
特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

３
１
０
１
１
km
【
備
考
】
ワ
イ

パ
ー
損
傷
、
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ

エルフＮＫＳ

【
メ
ー
カ
ー
】
ト
ヨ
タ
【
年
式
】

平
成
７
年
式
【
燃
料
】
軽
油

【
排
気
量
】
１
９
７
０
cc
【
駆

動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ
【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
マ
ニ
ュ
ア
ル
【
車
検
お
よ

び
特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

１
５
７
４
５
９
km

カルディナバン

【
メ
ー
カ
ー
】
三
菱
【
年
式
】
平

成
６
年
式
【
燃
料
】
ガ
ソ
リ
ン

【
排
気
量
】
２
４
９
０
cc
【
駆

動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ
【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
オ
ー
ト
マ
【
車
検
お
よ
び

特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

１
１
５
６
６
９
km【
備
考
】
バ
ッ

テ
リ
ー
切
れ

ディアマンテ

【
メ
ー
カ
ー
】
ト
ヨ
タ
【
年
式
】

平
成
10
年
式
【
燃
料
】
軽
油

【
排
気
量
】
２
９
８
０
cc
【
駆

動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ
【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
マ
ニ
ュ
ア
ル
【
車
検
お
よ

び
特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

１
３
７
２
４
３
km【
備
考
】
バ
ッ

テ
リ
ー
切
れ

ハイラックス

【
メ
ー
カ
ー
】
ト
ヨ
タ
【
年
式
】

平
成
６
年
式
【
燃
料
】
軽
油

【
排
気
量
】
４
１
６
０
cc
【
駆

動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ
【
ミ
ッ
シ
ョ

ン
】
マ
ニ
ュ
ア
ル
【
車
検
お
よ

び
特
自
検
】
な
し
【
走
行
距
離
】

１
２
７
７
６
km

ランドクルーザー　運転免許証の有効期間の延長をすることで、
有効期間を３か月延長することができます。
■対象者　有効期間が令和３年３月31日まで
　　　　　の人、またはすでに延長手続きを　
　　　　　行っていて、延長後の有効期限が令
　　　　　和３年３月31日までの人
■受付場所　運転免許センター、警察署など
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News & Information

償
却
資
産
所
有
者
は
必
ず
申
告

Ａ
　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や

　

家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
で

　
す
。（
※
自
動
車
お
よ
び
軽
自

　
動
車
な
ど
は
除
く
）

償
却
資
産
っ
て
何
？

Q1Ａ
　
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た

　
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

　

機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の

　
資
産
で
す
。（
１
月
１
日
現
在
）

【
償
却
資
産
の
対
象
物
（
一
部
）】

⃝

飲
食
店
　

　

厨
房
器
具
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、
冷
蔵
庫
な

ど
⃝

小
売
店

　
商
品
陳
列
ケ
ー
ス
、
冷
蔵
庫
、

自
動
販
売
機
な
ど

償
却
資
産
の
対
象
は
？

Q2

Ａ
　
様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

　

す
の
で
、
各
市
区
町
村
の
税

　

務
担
当
に
問
い
合
わ
せ
て
申

　

告
書
を
取
り
寄
せ
、
申
告
し

　
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
仕
方
は
？

Q3

⃝

理
美
容
業

　

理
美
容
い
す
、
洗
面
設
備
、

タ
オ
ル
蒸
し
器
、
サ
イ
ン
ポ
ー

ル
な
ど

⃝

共
通

　

事
務
機
、
コ
ピ
ー
機
、
パ
ソ

コ
ン
、
看
板
、
舗
装
路
面
、
太

陽
光
発
電
設
備
（
10
㌗
以
上
）、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
な
ど

　

償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、

法
令
に
よ
り
申
告
す
る
義・
・務
が

あ
り
ま
す
。（
※
未
申
告
に
は
過

料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
虚
偽
申

告
に
は
、
懲
役
ま
た
は
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班（
☎

42
・
２
１
１
１
内
線
２
２
３
）

⇦

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
１

月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に

お
け
る
償
却
資
産
の
所
有
状
況

に
つ
い
て
、
２
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
税
務
会
計
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い

固定資産税の軽
・ ・ ・ ・

減措置を実施新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス 感 染 症

　新型コロナウイルス感染症の影響で一定の事業収入の減少があった中小企業者・小規模事業者に対して、令和３年度
分に限り、事業用家屋および償却資産に係る固定資産税を２分の１またはゼロに軽減する制度が設けられました。
　軽減を受けるためには、申告が必要となりますので、該当する人は次の方法により必要書類を提出してください。

◆
軽
減
措
置
の
対
象
者

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま

で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
か
月

間
の
事
業
収
入
が
、
前
年
の
同

時
期
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少

し
て
い
る
中
小
企
業
者
ま
た
は

小
規
模
事
業
者

※
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業

　
者
と
は

⃝

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

　
１
０
０
０
人
以
下
の
個
人

⃝

資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金

　
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法
人

⃝
従
業
員
数
が
１
０
０
０
人
以
下

　
で
、
資
本
金
ま
た
は
出
資
を
有

　
し
な
い
法
人
（
た
だ
し
、
大
企

　
業
の
子
会
社
な
ど
は
対
象
外
）

◆
軽
減
対
象

　

事
業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資

産
に
対
す
る
令
和
３
年
度
分
の

固
定
資
産
税

◆
軽
減
率

⃝

事
業
収
入
が
30
％
以
上
50
％

　
未
満
減
少
し
て
い
る
場
合
は

　
『
２
分
の
１
』

⃝

事
業
収
入
が
50
％
以
上
減
少

　
し
て
い
る
場
合
は
『
全
額
』

◆
必
要
書
類

①
申
告
書
（
認
定
支
援
機
関
な

　

ど
の
確
認
印
が
押
さ
れ
た
も

　
の
）

②
収
入
減
を
証
す
る
書
類
（
会

　
計
帳
簿
の
写
し
な
ど
）

③
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
用
割

　

合
を
示
す
書
類
（
青
色
申
告

　
決
算
書
の
写
し
な
ど
）

④
収
入
減
に
不
動
産
賃
料
の
猶

　

予
が
含
ま
れ
る
場
合
、
猶
予

　

の
金
額
や
期
間
な
ど
を
確
認

　
で
き
る
書
類

⑤
令
和
３
年
度
償
却
資
産
申
告
書

※
①
の
申
告
書
は
、
村
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務
会
計
課

　
の
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す

◆
申
告
方
法

　

税
理
士
や
会
計
士
と
い
っ
た

全
国
に
存
在
す
る
認
定
経
営
革

新
等
支
援
機
関
な
ど
か
ら
、
事

前
に
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
の
認
定
を
受
け
た
上
で
、
必

要
書
類
一
式
を
税
務
会
計
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
期
間

　

１
月
４
日
（
月
）
～
２
月
１

日
（
月
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班（
☎

42
・
２
１
１
１
内
線
２
２
３
）
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◆「地域おこし協力隊」隊員の募集にご協力を◆

地域の魅力をＰＲして九戸を元気に
地域の魅力を村内外にＰＲし、地域に活力を呼び込む「地域おこし協力隊」。
　伝統工芸品や特産品のＰＲ、自伐型林業の振興など九戸村の活性化を担う隊員を村外から募集しま
す。ぜひ心当たりのある家族や知人にもお知らせください。

　

村
の
契
約
職
員
と
し
て
最
長
3
年
間
雇

用
し
ま
す
。伝
統
工
芸
や
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、

自
伐
型
林
業
な
ど
の
普
及
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容

①
特
産
品
開
発
と
販
路
促
進

②
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
と
実
施

③
甘
茶
や
山
わ
さ
び
な
ど
特
色
あ
る
農
産

　

物
の
生
産
拡
大
と
普
及
活
動

④
自
伐
型
林
業
の
普
及
活
動

⑤
地
域
工
芸
品
の
技
術
伝
承
活
動

⑥
県
立
伊
保
内
高
校
生
に
よ
る
地
域
活
動

　

の
サ
ポ
ー
ト

⑦
そ
の
ほ
か
村
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
地

　

域
活
動 ど

ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

Q 1

　

全
国
の
過
疎
市
町
村
以
外
に
住
ん
で
い

る
人
が
対
象
で
す
。
岩
手
県
で
も
盛
岡
市

や
久
慈
市
な
ど
に
現
在
住
ん
で
い
る
人
が

応
募
可
能
で
す
。

ど
ん
な
人
が
対
象
？

Q 2
　
「
今
は
都
会
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、
九

戸
村
に
帰
ろ
う
か
な
…
」「
農
業
や
林
業

を
や
っ
て
み
た
い
け
ど
、
あ
と
一
歩
踏
み

出
せ
な
い
…
」「
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
が

あ
る
け
ど
、
仕
事
に
就
け
る
か
不
安
…
」

と
い
う
人
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。

⬇

つ
ま
り
…

◆
募
集
人
数

10
人
（
書
類
選
考
・
面
談
あ
り
）

◆
採
用
・
活
動
開
始
予
定
時
期

　

令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）

◆
募
集
対
象
者

◎
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
適
合
す
る
人
を

　

対
象
と
し
ま
す
。

①
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
以
上

　

の
人

②
九
戸
村
に
居
住
し
、
住
民
票
の
異
動
が

　

で
き
る
人

③
過
疎
地
域
に
居
住
し
て
い
な
い
人

募
集
要
項

問
九
戸
村
役
場
総
務
企
画
課
地
域

振
興
班
（
☎
０
１
９
５
・
42
・

２
１
１
１
内
線
１
７
１
）

詳細は村ホームページ
へ

ＱＲコードを読み込む
と

ＨＰにリンクします
！

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

　
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

⑤
日
ご
ろ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト　

　

フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
い
る
人

⑥
村
民
と
協
力
し
て
、
地
域
を
元
気
に
で

　

き
る
意
欲
的
な
人

◆
給
与
・
福
利
厚
生

●

原
則
週
5
日　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
昼
休
憩
1
時
間
）

●

月
給
１
８
８
７
０
０
円（
賞
与
年
２
回
）

●

住
居
補
助
・
活
動
車
両
補
助
あ
り

◆
申
込
方
法

　

応
募
用
紙
を
九
戸
村
役
場
総
務
企
画
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切
日

令
和
３
年
２
月
８
日（
月
）
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　子育てサロンCoccoの「クリスマスケーキ作り」は、
12月19日にまさざね館で開かれ、10組の親子がケー
キを作りました。スポンジケーキにクリームやフルー
ツを飾り付け、趣向を凝らしたケーキが完成しました。
　二戸市から親子で参加した小野樹里さん（40）は「（子
どもが）一人でできることも増えてきたので、親子で
楽しく飾り付けができた」と話しました。

　村学童クラブでは、12月17日に3人のオブチキサ
ンタが訪れ、児童にプレゼントを手渡しました。
　キングオブチキンの被り物をしたサンタが、児童の
前にサプライズで登場。皆笑顔になっていました。
　関口浬

かいり

君（伊保内小３年）は「プレゼントがもらえ
て嬉しかった。マラソンなどのスポーツをした時に使
いたい」と顔をほころばせていました。親子で一緒にケーキをデコレーション

プレゼントのオブチキタオルを受け取る児童

生涯学習アカデミーの11月講座が、11月10日にＨＯ
Ｚホールで開かれ、52人が参加しました。今回の講座は、
プロ歌手の三本木智子さん（洋野町）が、九戸村に元気を
届けると題し行いました。
　第1部では最新曲の「さんてつの笛」に合わせたリズム
体操で、参加者全員が体を動かしました。第２部では、デ
ビュー曲などを披露し、会場を沸かせました。 体操をする参加者と歌う三本木さん（丸枠内）

松浦アキさんは、11月22日に折爪荘で104歳の誕生日
を迎え、家族や晴山裕康村長、職員から祝福を受けました。
　晴山村長から花束と長寿祝い金が手渡され、職員からも
たくさんのプレゼントや大きなケーキが贈られました。ま
た、職員による大黒舞が披露され、松浦さんは幸せそうな
表情で踊りを楽しんでいました。
　村内最高齢の長寿祝いは、華やかなものとなりました。大きな花束を抱える松浦さん㊧

むらのわだいむらのわだい －－ Kunohe's TopicsKunohe's Topics－－

四賀を華やかに祝福
松浦アキさん長寿祝い百百

ズム体操で皆元気に
三本木智子さん講演リリ

プライズ登場で笑顔
学童にオブチキサンタササ

ーキで親子の仲深め
子育てサロン Coccoケケ
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九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

　

誰
も
が
ず
っ
と
元
気
で
い

た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
い
つ
何
が

起
こ
る
か
誰
に
も
分
か
り
ま

せ
ん
。

　
最
近
の
相
談
で
は
、「
入
院

の
保
証
人
は
誰
か
」「
家
族
の

誰
が
主
な
介
護
者
に
な
る
の

か
」「
施
設
入
所
の
保
証
人
・

身
元
引
受
は
誰
な
の
か
」
な

ど
が
大
き
な
問
題
と
な
る
も

の
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

医
療
行
為
の
同
意
は
、
親

族
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
医
療
行
為
に
つ
い
て

は
、
時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
自

分
が
人
生
の
な
か
で
大
切
に

守
っ
て
き
た
思
い
や
そ
の
背

景
を
十
分
に
理
解
し
て
も

ら
っ
た
う
え
で
、
常
日
ご
ろ

か
ら
話
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
子
の
世
代
か
ら
切
り

出
し
に
く
い
話
で
も
あ
る
の

で
、
親
世
代
が
切
り
出
す
と 自

分
が
元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い
こ
と

子
の
世
代
は
安
心
す
る
で
し
ょ

う
。

★
話
し
合
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

【
医
療
行
為
・
延
命
に
つ
い
て
】

●
重
篤
な
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

　

病
名
や
余
命
の
告
知
を
受
け

　
た
い
か
？

●

終
末
期
医
療
や
延
命
治
療
を

　
ど
う
考
え
る
か
？

●

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

　

は
、
ど
こ
で
誰
に
介
護
を
受

け
た
い
か
？

★
普
段
か
ら
「
つ
な
が
り
」
を

　
大
切
に

　

今
は
家
族
形
態
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
子
ど
も
な
ど
が
お
ら
ず

身
近
な
親
族
に
お
願
い
す
る
場

合
は
、
自
分
だ
け
で
「
こ
の
人

が
自
分
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
」

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
お
願

い
す
る
相
手
に
も
は
っ
き
り
伝

え
て
お
く
こ
と
は
大
事
で
す
。

そ
の
中
で
前
述
の
こ
と
を
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
は
、
頼
ま
れ

る
側
の
安
心
材
料
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
が
遠
方
に
い
る

場
合
は
、
入
院
時
す
ぐ
に
駆
け

つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
比
較

的
近
い
距
離
に
い
る
親
戚
な
ど

が
動
く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
連
絡
を
と
り
、
つ

な
が
り
を
保
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
だ
け
で
は
な

く
、子
の
世
代
に
も
連
絡
を
取
っ

て
お
く
よ
う
伝
え
ま
し
ょ
う
。

★
「
元
気
な
う
ち
に
」
が
カ

　
ギ
で
す

　
「
病
気
に
な
っ
た
と
き
や
死

ぬ
と
き
の
話
な
ん
て
縁
起
で

も
な
い
」「
ま
だ
ま
だ
元
気
な

の
に
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
元
気
な
う
ち

に
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
大
切
な
家

族
に
自
分
の
意
思
を
伝
え
て

お
く
こ
と
は
、
家
族
が
判
断

を
迫
ら
れ
た
と
き
の
大
き
な

支
え
と
な
る
こ
と
を
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

【
葬
式
・
お
墓
に
つ
い
て
】

●

ど
ん
な
葬
式
に
し
た
い

　
か
？

●

葬
式
の
費
用
は
？

【
預
貯
金
口
座
の
整
理
】

●

預
貯
金
口
座
の
金
融
機

　

関
名
・
支
店
名
・
口
座

　
番
号
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
類
、
生
命
保
険
の
証

書
な
ど
は
、
保
管
場
所

　
を
ま
と
め
て
お
く
。

●
預
貯
金
口
座
が
た
く
さ

　

ん
あ
る
場
合
は
、
１
〜

　

２
つ
に
ま
と
め
、
余
分

　

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

　

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
は
解
約
す
る
。

エンディングノートなども活用しましょう
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九戸の魅力を全世界へ！
魅せるんジャー通信

Vol.3
　令和２年９月、九戸宣隊★魅せるんジャーが
結成されました。若い力で九戸村の魅力を村内
外のみならず、全世界に発信していきます！

広報くのへ●2021年（令和3年）1月

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

Books ❖ 今月のお薦め図書

　「
九
戸
村
を
全
国
・
世
界
に
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
10
代
か
ら
60
代
の
男
女
を
対

象
に
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
全
国
や
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と

　
し
た
ら
何
か

①
食
べ
物
に
関
す
る
も
の

鶏
肉
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
甘
茶
、

南
部
せ
ん
べ
い
（
シ
ン
プ
ル
な

も
の
だ
け
に
、
い
ろ
い
ろ
な

味
や
料
理
に
化
け
る
と
思
う
）、

か
っ
け
、
山
ぶ
ど
う
、

②
景
色
・
自
然
に
関
す
る
も
の

木
炭
、自
然
、き
れ
い
な
景
色
、

ヒ
メ
ホ
タ
ル
、
折
爪
岳
か
ら
村

を
見
た
時
の
景
色
、
県
道
24
号

の
江
刺
家
方
面
に
た
ま
に
み
ら

　1959年の冷戦下、ソ
連・ウラル山脈で起きた遭
難事故。登山チーム９人は
テントから１キロも離れた
場所で凄惨な死に様で発見
された。世界的未解決事件
「ディアトロフ峠事件」そ
の衝撃の全貌を描くノンフ
ィクション‼

死に山
ドニー・アイカー 著／河出書房新社

空気を読む脳
中野 信子 著／講談社新書

家族じまい
桜木 紫乃 著／集英社

　日本人は「恩」や「義
理」を大切にし、何かを受
け取ったならば、相応のも
のを相手に返していこうと
する。アメリカの文化人類
学者ルース・ベネディクト
は論じた。果たして日本人
にとっての空気を読むとは
どういったものなのか。

　第15回中央公論文芸賞受
賞作！
　親の終活、二世帯同居、老々
介護。二人を単位にして始ま
った家族は、子どもを産んで
巣立ちを迎え、また二人に戻
る。そして、最後は一人にな
って家族としての役割を終え
る。（本文より）

　イギリス・スコットラ
ンドの昔話。
　身の毛もよだつ怪物と
されるノロウェイの黒牛
と結婚してもいいという
娘。黒牛の背に乗り、果
てしない旅に出た娘は黒
牛にかけられた呪いを知
る…。

ノロウェイの黒牛
なかがわちひろ 文／ＢＬ出版

れ
る
雲
海

③
工
芸
品
に
関
す
る
も
の

南
部
ほ
う
き

④
場
所
に
関
す
る
も
の

キ
ャ
ン
プ
場
、
ス
キ
ー
場
、

ふ
る
さ
と
の
湯
っ
こ
（
二
戸
の

人
が
村
に
温
泉
が
あ
る
こ
と
自

体
知
ら
な
い
）、
ふ
る
さ
と
創
造

館
（
風
情
の
あ
る
建
物
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
大
事
に

残
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
）、
折

爪
岳
、
長
興
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
、

⑤
そ
の
他

村
民
の
仲
の
良
さ
、
人
柄
、

子
育
て
の
し
や
す
さ
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
が
無
料
、
高
校

生
の
通
学
補
助
、
九
戸
政
実
、

ほ
ず
袋
、
神
楽
、
オ
ブ
チ
キ

◆
九
戸
村
に
足
り
な
い
も
の

●

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
遊

　
べ
る
場
所

●

若
い
世
代
の
就
職
先

●

通
学
路
の
街
灯
の
整
備

●

小
学
校
の
統
合
な
ど
を
早
く

　
進
め
る
こ
と
が
必
要

●

県
で
一
番
優
し
い
福
祉
の
村

　
と
し
て
人
を
呼
ぶ

●

宣
伝
な
ど
の
仕
方
が
下
手

●

広
葉
樹
を
植
え
て
ほ
し
い（
川

　
が
き
れ
い
に
な
る
か
ら
）

●

人
口
が
少
な
い

●

飲
食
店
が
閉
ま
る
時
間
が
早

　
い

●

飲
食
店
が
少
な
い

●

観
光
施
設
は
あ
っ
て
も
う
ま

　
く
活
用
で
き
て
い
な
い

●

幼
児
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
（
休

　
日
や
早
朝
・
夜
間
）

●

異
な
る
年
代
の
交
流
す
る
場

●

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
と
温
浴

　
施
設
の
一
体
型
施
設

●

公
園
が
少
な
い

●

若
者
が
来
た
く
な
る
よ
う
な

　
お
店

●

大
規
模
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

　
ン
を
す
る

●

バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
（
高

　
校
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
る
）

●

イ
ベ
ン
ト

●

観
光
施
設

●

お
店
が
点
在
し
て
い
る
の
で
、

　
移
動
が
大
変

●

村
民
と
し
て
の
誇
り
・
自
信

（
中
澤
な
な
み
・
山
下
結ゆ

め愛
）



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
感
染
予
防
に
よ

り
一
層
力
が
入
っ
た
一
年
だ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
例
年
で
あ
れ
ば
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
時
期
で
す

が
、
皆
さ
ん
が
徹
底
し
て
感
染
予
防
を

頑
張
っ
て
い
る
た
め
か
、
大
き
な
流
行

は
ま
だ
聞
か
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
起
こ
り
や
す
い

時
期
で
す
の
で
、
引
き
続
き
感
染
予
防

を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
外
出
時
に
気
を
つ
け
る
こ
と

　
外
出
す
る
際
は
「
う
つ
さ
な
い
」「
も

ら
わ
な
い
」
よ
う
に
、
マ
ス
ク
の
着
用

や
手
洗
い
・
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
！

①
マ
ス
ク
の
着
用

　

咳
を
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
咳
を
し
て
い
な
い
人
も
、
外
出
時

に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
手
洗
い

　

15
秒
以
上
か
け
て
、
石
鹸
を
き
ち
ん

と
泡
立
て
て
洗
い
ま
す
。
♪
も
し
も
し

亀
よ
♪
を
歌
う
と
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
間

で
す
！
指
先
、指
の
間
、親
指
の
付
け
根
、

手
首
を
洗
い
ま
す
。
手
洗
い
の
後
は
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
感
染
予
防
を
頑
張
ろ
う

③
う
が
い

　

上
を
向
い
て
15
秒
間
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
換
気

　

人
と
人
の
距
離
を
保
っ
た
り
換
気
を

す
る
こ
と
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る

工
夫
も
大
切
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
を
支
え
る
制
度
と
し
て
、

２
０
０
０
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
へ
の
加
入
は
40
歳
以
上
と

し
、
40
歳
～
64
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、

加
齢
に
よ
る
疾
病
（
特
定
疾
病
）
が
原

因
で
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

た
と
き
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
介
護
保
険
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）

　
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）

と
40
歳
～
64
歳
ま
で
の
医
療
保
険
加
入

者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　

40
歳
に
な
る
と
自
動
的
に
資
格
を
取

得
し
、
65
歳
に
な
る
と
き
に
自
動
的
に

第
１
号
被
保
険
者
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
の
保
険
税
と
一
体
的
に
徴
収
さ

れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介

■
家
庭
で
気
を
つ
け
る
こ
と

①
部
屋
の
湿
度
を
40
～
60
％
に
保
つ

　

湿
度
が
下
が
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、

ウ
イ
ル
ス
が
活
発
に
な
る
だ
け
で
な
く

鼻
や
喉
の
粘
膜
が
乾
燥
し
や
す
く
な
る

た
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

②
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る

　

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
栄
養
と
睡

眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
体
調
を
整
え
る

こ
と
が
基
本
で
す
！

③
人
混
み
を
避
け
お
う
ち
時
間
を
満
喫

（
保
健
師　
横
井　
信
香
）

65 歳以上
（第１号被保険者）

40 ～ 64 歳
（第２号被保険者）

対  象  者 65 歳以上の人

40 歳以上 65 歳未満
の健保組合、全国健
康保険協会、国保な
どの医療保険加入者

受給要件 要介護・要支援認定
を受けたとき

老化による疾病（特
定疾病）が原因で、
要介護・要支援認定
を受けたとき

保険料の
徴収など

◦ 65 歳になった月
　から徴収開始
◦原則、年金からの
　天引き

◦ 40 歳になった月
　から徴収開始
◦医療保険料と一体
　的に徴収

介護保険に関する早見表



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42
・
２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23
・
４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42
・
３
１
１
９
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村内の交通事故（11月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 －２件
物損事故 4 件 40 件 － 26 件
負 傷 者 0 人 0 人 －２人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋１人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 933日
（11月30日現在）

１
１
０
番
通
報
は
適
切
に
利
用
を

村内の火災・救急（11月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 3 件 ＋１件
救 急 21 件 199 件 － 36 件

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
消
し
て
給
油

　
使
用
中
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
ポ
ン
プ
で
灯
油
を
入
れ
た
た
め
、
灯
油

が
こ
ぼ
れ
火
災
に
至
っ
た
事
例
や
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
石
油
ス
ト
ー

ブ
で
も
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
キ
ャ
ッ
プ
が
ゆ
る
ん
で
い
た
た
め
、
外
れ

て
中
の
灯
油
が
こ
ぼ
れ
、
火
災
に
な
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
灯
油
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
入
れ
る
時
は
、
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
灯
油
保
管
に
関
す
る
注
意

⃝

昨
年
購
入
し
た
灯
油
は
、
な
る
べ
く
使
わ
な
い

⃝

保
管
容
器
の
ふ
た
は
必
ず
閉
め
る

⃝

２
０
０
㍑
以
上
１
０
０
０
㍑
未
満
は
「
届
出
」、そ
れ
以
上
は
「
許
可
」

　
が
必
要
。
事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署
へ
相
談
を
。

　

令
和
２
年
中
に
支
払
わ
れ
た
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
、
令
和
３
年
１

月
中
旬
か
ら
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
は
、
ほ
か
の
所
得
と
合
わ
せ
て
確

定
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
支
払

う
べ
き
所
得
税
か
ら
差
し
引
か
れ
た
り
、

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
を
発
行

だ
さ
い
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場

合
は
、
お
電
話
に
よ
る
再
発
行
が
可
能

で
す
の
で
、
二
戸
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

再
発
行
に
は
「
基
礎
年
金
番
号
」
が

必
要
で
す
。
年
金
証
書
な
ど
を
お
手
元

に
ご
準
備
の
上
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
１
１
０
番
は
、「
た
っ
た
今
、事
件
（
事

故
）
が
起
き
た
」「
犯
人
は
逃
げ
た
ば
か

り
」
な
ど
、
緊
急
で
す
ぐ
に
警
察
官
に

来
て
ほ
し
い
事
件
事
故
の
受
付
電
話
で

す
。
県
内
の
ど
こ
か
ら
か
け
て
も
、
盛

岡
市
の
警
察
本
部
「
通
信
指
令
課
」
に

繋
が
り
ま
す
。

■
１
１
０
番
を
か
け
る
と
き
の
「
６
つ

　
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

次
の
こ
と
を
、
慌
て
ず
に
落
ち
着
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
っ
た
の
か
…
「
泥
棒
」「
交
通

　
事
故
」「
ケ
ン
カ
」
な
ど

②
い
つ
ご
ろ
…
「
た
っ
た
今
」「
５
分
く

　
ら
い
前
」
な
ど

③
ど
こ
で
…
町
名
、
番
地
、
近
く
の
店
な

　
ど
の
目
標
物
、
国
道
（
高
速
）
な
ど

④
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
…
け
が
人
、　

　
救
急
車
の
手
配
な
ど

⑤
犯
人
や
相
手
は
…
い
る
・
逃
げ
た
、　

　
人
数
、
服
装
、
車
両
な
ど

⑥
通
報
し
た
人
に
つ
い
て
…
住
所
、
名

　
前
、
電
話
番
号
な
ど

※
警
察
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐

在
所
、
ま
た
は
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

「
＃
９
１
１
０
」
に
お
願
い
し
ま
す
。
い

た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
本
当
に
警
察
を
必
要
と
し
て
い

る
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
ま
す
。

■
冬
の
交
通
事
故
防
止

◦
１
割
以
上
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

路
面
凍
結
な
ど
を
予
想
し
、
１
割
以

上
速
度
を
落
と
し
て
走
り
ま
し
ょ
う
。

◦
２
倍
以
上
の
車
間
距
離

　
ス
リ
ッ
プ
な
ど
で
慌
て
な
い
よ
う
に
、

い
つ
も
よ
り
２
倍
以
上
の
車
間
距
離
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

◦
３
分
早
め
の
出
発

　

気
持
ち
の
焦
り
は
、
速
度
の
出
し
す

ぎ
や
車
間
距
離
不
保
持
に
繋
が
り
ま
す
。

３
分
以
上
早
め
に
出
発
し
、
ゆ
と
り
を

持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。
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  弁護士による
心配事相談所

　村社会福祉協議会では、村民の
皆さまのさまざまな悩みに対応す
るため「心配事相談所」を次のと
おり開設します。
　この事業は、皆さまから協力い
ただいた赤い羽根共同募金で運営
されています。
■日時　１月13日（水）
　　　　午後１時30分～午後３時
※相談時間は１人あたり30分
■場所　村総合福祉センター
■内容　相続、多重債務、離婚問題、
悪質商法、法律に関することなど
■定員　３人
■その他　後日改めての相談およ
び弁護士費用などについては、相
談者負担となります。また、相談
内容についての秘密は守られます。
■予約・問い合わせ　村社会福祉
協議会＝村総合福祉センター内＝
（☎41-1200）

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 １月４日㊊ １月５日㊋ １月18日㊊
空 き 缶 １月19日㊋ １月25日㊊ １月26日㊋
粗 大 ご み １月12日㊋
紙・プラ類 １月14日㊍ １月20日㊌ １月28日㊍

ごみ収集日 １月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
１ 10 むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 １ 10 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182
11 ほそかわ小児科クリニック 26-8100 11 菅原歯科クリニック 23-1180
17 小野寺内科医院 33-2505 17 沢藤歯科医院 25-4002
24 よこもり眼科クリニック 22-2230 24 菅原歯科医院 27-3301
31 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 31 渡辺歯科医院 23-2052

  令和３年度春採用
自衛官候補生募集

■募集年齢　18歳以上33歳未満
※32歳の人は、採用予定月1日
から起算して3月に達する日の翌
月の末日現在33歳に達していない
もの。男女随時受付中です。
■申し込み・問い合わせ
●総務企画課庶務財政班（☎42-
2111内線168）
●自衛隊岩手地方協力本部二戸地
域事務所（☎23-2529）

  商工業者の家賃補助
対象期間の拡大実施
商工業者の事業継続を支援する
ため、家賃への補助を実施します。
■対象者　対象期間中いずれかの
月の売り上げが、前年同月と比べ
て15％以上減少した村内事業者
■補助額　対象期間中の連続する
３か月間における、補助対象者が
支払う家賃の２分の１以内
※補助上限は、１か月10万円。
■対象期間　①令和２年４月から
９月　②10月から令和３年２月
■申請期限　令和３年３月15日（月）
■その他　申請に係る様式や本事業
の要綱については、村ホームページ
および申請窓口に配置しています。
■申請窓口・問い合わせ　総務企
画課地域振興班（☎42-2111内線
172）

編集後記
◆明けましておめでとうございま
す。本年も広報くのへをよろしく
お願いします！◆2021年は「丑
年」。これから発展する前触れの年
でもあるようです。なのでいろん
な意味で自分自身も発展（成長）
していければと思います。牛さん
のようにお腹周りだけは成長しな
いように頑張ります（笑）◆今月
号は伊保内高校の校舎新築の話題
を取り上げました。８月からの利
用となりますが、新しい建物での
勉強はとても気持ちいいものだと
思います。◆新校舎は村民に公開
する予定もあるそうなので、その
時はぜひ一度足を運んでみてはい
かがでしょうか？私もカメラ片手
にお邪魔したいと思います。（前川）

  公民館・図書室
休館のお知らせ

　設備点検のため、終日休館します。
■期日　１月16日（土）
■問い合わせ　村公民館（☎42-
2111内線312）
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人のうごき人のうごき 
（令和２年 12 月１日現在）

●人　口　　  ５，６１０ 人    （－15）

　　男　　　    ２，６９５ 人  　（－６）

　　女　　　    ２，９１５ 人　  （－９）

●世帯数　　  ２，１７０ 世帯　（－９）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　５ 人  　（８７人）

　 転　 出 　 　　９ 人  （１１４人）

　 出　 生　　 　　０ 人  　（１１人）

　 死　 亡　　　 　11 人  　（８１人）
（カッコ内は１月からの累計）

  ペットボトル水道水
ラベルデザイン募集

　村水道事業所では、おいしくて
安心・安全な折爪岳の湧水をＰＲ
するとともに、災害備蓄用として
有事の際に提供することを目的と
して製造・販売するペットボトル
水道水「Ｇ

ご く っ と

Ｏ九っ戸」のラベルデ
ザインを募集します。
※「ＧＯ九っ戸」の命名は、眞下
　進一さん（山根）によるものです。
■内容　折爪岳の湧水を使用した
ペットボトル水道水「ＧＯ九っ戸」
のラベルデザイン（縦95.37㎜×
横227㎜サイズ）
■期間　１月15日（金）～２月
26日（金）
■賞品 【優秀賞】賞金３万円・副
賞ペットボトル水道水２ケース【佳
作】賞金５千円・副賞ペットボト
ル水道水１ケース
■応募方法　村ホームページから
応募用紙をダウンロードし、デザ
インおよび必要事項を記入の上、
村水道事業所に持参、メール、郵
送で応募。
※作品に関する一切の権利は、村
　水道事業所に帰属します
■応募・問い合わせ　村水道事業
所（☎42-2111内線272）

お詫びと訂正
◆広報くのへ11月号19㌻の「今
月のお薦め図書」の記事で、朝

・
田

次郎と表記しましたが、正しくは
浅
・
田次郎でした。また、広報くの
へ12月号17㌻の「女子バスケ部」
の記事で、丸山佑

・
先生と表記しま

したが、正しくは丸山祐
・
先生でし

た。お詫びして訂正します。

  家きん飼育施設の
消毒・消石灰配布
今シーズンは、全国の養鶏場で、
高病原性鳥インフルエンザが発生
しており、また、野鳥などからも
本ウイルスが分離されていること
から、県では家畜伝染病予防法第
30条に基づき、家きん飼育施設へ
の本病のまん延防止のため、家き
ん飼育施設を消毒する旨告示しま
した。県北家畜保健衛生所の職員
が、消毒方法を助言し消石灰を配
付しますので、家きんを飼育する
人は、家畜保健衛生所まで連絡し
てください。
■問い合わせ　家畜保健衛生所（☎
49-3006）
【高病原性鳥インフルエンザ予防】
　県内での発生を防ぐため、次の
衛生対策にご協力ください。
■家庭で飼われている家きん
①飼養者は、野鳥・野生動物の侵
入を防ぐため、飼育施設の破損部
位を修繕し、防鳥ネットで覆い、
施設の周囲には消石灰を散布する。
餌箱は、常に飼育施設内に置き、
散乱した餌の清掃を行うこと。
②家きんに触れる際には、手指を
よく洗浄すること。
③飲み水には水道水を使用。野鳥が
飛来する池や川の水を用いないこと。
■野鳥について
　野鳥への餌やりはしないように
しましょう。
◎家きんや野鳥の異常を発見した
場合は、問い合わせ先まで連絡を
お願いします。
■問い合わせ　農林建設課生産振
興班（☎ 42-2111 内線 253）
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お手製の鎧を着けてポーズを決める児童

いろいろな道具を使い創作活動職員㊧に聞きながら段ボールを組み立て

　

九
曜
塾
「
創
作
活
動
パ
ー
ト

２
」
は
12
月
５
日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
村
内
の
児

童
26
人
が
参
加
。
政
実
公
に
思

い
を
は
せ
な
が
ら
、
鎧よ
ろ
い作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

村
役
場
の
職
員
が
講
師
と

な
っ
て
、
創
作
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
事
前
に
か
た
ど
ら
れ
た

段
ボ
ー
ル
の
パ
ー
ツ
を
使
い
、

ガ
ム
テ
ー
プ
や
麻
縄
で
つ
な
ぎ

合
わ
せ
な
が
ら
、
組
み
立
て
て

い
き
ま
し
た
。

　

児
童
は
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
胴
や
大
袖
、
草く
さ
ず
り摺
な
ど
と

呼
ば
れ
る
各
部
位
を
２
時
間
ほ

ど
で
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
向
井
心し
ん
ご梧
君
（
伊

保
内
小
２
年
）
は
「
難
し
い
と

思
っ
て
た
け
ど
、
簡
単
に
で
き

た
。
か
っ
こ
い
い
鎧
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

九
曜
塾
「
創
作
活
動
」

当
時
を
し
の
ん
で

当
時
を
し
の
ん
で

政
実
公
の
鎧
作
り

政
実
公
の
鎧
作
り見本となった鎧兜

2020


